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制作ノート
一昨年から作品シリーズのタイトルとして使っている
「心を浮かべて」は，以前のタイトル「眼を閉じて」
と，少なからず繋がりがある。「みる」という，アート
においては最重要な要素について，問い直すためのタイ
トル。さらに行為を司るもの，つまり，みる行為の上位
にあると考えられる「心」に関する事柄を考えた。今回
の制作ノートは，このタイトルについて少し述べたい。
当初「心」という言葉をタイトルに使うことには，抵
抗感があった。それは，アートと心の関係を考えたり，
対比したりすることが，あまりに一般化し過ぎていると
いう印象を持っていたからだ。アートに限らず，心その
ものについて，話題になることがたくさんあるからだろ
う。
本誌昨年号に，このタイトルについて簡単な説明文を
掲載した。「諸感覚を司る中枢を放つことから生じる現
象を喚起する状態へ誘うための仕掛け」というものであ
る。「心」をとても重要なものとして捉えている反面，
その存在が，過度に大きくなり，主体たる人間の存在を
脅かすことがあるのではないか，という漠然とした違和
感を覚えていたことから，「心」を一度人間から「放つ」
ことを考えてはどうだろう，というこれも又漠然とした
対処を思いついたことが，新タイトルを決める実際の契
機であった。
さらに，制作を進める中で，もう少し積極的に「心」
を考えたいと思うようになった。新タイトルで作品を発
表し始めたころに，能楽師安田登氏（注）から「心」にまつ
わるおもしろい話を聞いた。それは，「心」という漢字
は，漢字が生まれた時点ではまだ発明されていなかっ
た。そして，発明されてからもしばらくは余り使われな
かった。今のような使われ方をするのは，比較的新しい
時代になってからであるということだった。例えば「論
語」は，孔子の言葉を集めた本であり，「心」につい
て，あるいは関連する言葉が重要なものとして扱われて
いると思われがちだが，実は孔子が生きた時代には，
「心」という漢字も概念も，まだ余り普及していなかっ
た。そして，孔子没後５００年を経て，弟子達によって完
成した論語が世に出るころに，やっと「心」は，広く使
われるようになった。タイミングとしては「論語」は，
「世界で初のこころのマニュアル」になったとする考え
である。「心があるから人間である。」「人間には心があ
る。」という必要条件は，現代社会では少し怪しくなっ
た向きもあるが，もともと人間には「心」がなかった。
という論旨は，刺激的であった。
今回掲載した作品は，２００９年９月９日から１４日まで，
札幌市内にあるギャラリーミヤシタで開催した個展に出
品したものである。これまで，このシリーズの作品は，
どちらかというと単独の絵画作品というより，会場の壁
一面に設置するいわゆる絵画インスタレーション作品と
して発表してきたが，今回は，基本的には単品もしくは
２点から４点の連作として制作した。理由はいくつかあ
るが，「心」の輪郭を探ることによって，表現する形に
より強くこだわったことが最大の理由である。
「心」の獲得，消失，再生をかたちにする，あるいは
変遷，変容などを含んだ「心」を視覚化する，という単
純な発想で表現しているつもりはない。もちろん，それ
はそれで大変困難なことであり，魅力的なことかもしれ
ないが，今回の作品によって，改めて制作研究の課題が
明らかになってきた。イメージ・言語・感情・身体・本
能など，人間に本来的に備わっているものたちを再考す
る大きなきっかけになった。
（注）安田登氏の近著「身体感覚で『論語』を読みなお
す」春秋社 2009 に詳細が記載されている。
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